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米
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ク
ル
は
、

公
民
館
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
平

成
　
年
に
結
成
し
、
レ
ク
リ
ェ
ー

１４
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
生
き

生
き
と
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て

お
り
、
第
１
月
曜
日
に
は
講
師
の

先
生
を
招
き
、
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
多
く
は
子
育
て
を
終
え

一
段
落
し
た
地
域
の
女
性
の
皆
さ

ん
で
、
練
習
は
常
に
笑
顔
で
楽
し

く
取
り
組
み
、
毎
回
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
で
は
市
や
地

域
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

日
々
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
米
川
公
民
館

　
緯
0
2
2
０
（
　
）
４
１
５
５

５３

＝仙台城二の＝仙台城二の丸丸屏 屏 
びょう

風 風 ＝＝
ぶ

　当サークルはグループの融

和と健康の増進を目標に、現

在会員２３人で活動しています。

最近では各種行事への参加も

増え、より良い演技を披露す

るため、毎回一生懸命練習に

励んでいます。

米川フレッシュサークル代表

 千葉 みえ 子 さん
こ

米
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
（
東
和
）

この屏風は、仙台城二の丸にあったも

のと言われていて、作られた年代や作

者は不明ですが、亘理家が高清水から

佐沼に所替えした際、伊達家より拝領

した資料として伝えられています。屏

風には 錦  鶏 
きん けい

 鳥 がつがいで描かれていて
ちょう

います。錦鶏鳥は別名をアカキジとも

いい、江戸時代に中国から飼い鳥とし

て輸入され、雌が全身褐色なのに比べ、

雄は頭に黄金色の 冠  羽 があり朱、黄、
かん う

黒色のきれい羽に覆われてとても豪華

です。この屏風にも背景の山水ととも

に優雅できらびやかに描かれています。

金色の屏風に２匹の錦鶏鳥が優雅に描かれています。

■登米市消防長賞

荒井  薫 
かおる

（東郷小５年)
佐々木  航 

わたる

（佐沼中3年）

■県消防協会登米地区支部長賞　

▲

榊原 亘  陽 （上沼小４年）

▲

佐藤
こう よう

 静  香 （石越中３年）
しず か

■優秀賞　

▲

後藤 花  那 （米山東小１年）

▲

千葉
は な

 優  花 （西郷小２年）
ゆう か

▲

高橋 果  蓮 （佐沼小３年）

▲

大内
か れん

 一  真 （津山小４年）

▲

髙橋
かず ま

 俊  光 （米谷小５年）
とし みつ

▲

林 立  香 （佐沼小５年）

▲

大場
りつ か

 結 （佐沼小６年）

▲ゆい

野家 菜  希  沙 （中田中１年）
な ぎ さ

▲

千葉 大  貴 （石越中２年）

▲

斎藤
ひろ き

 彩 （登米中２年）※応募総数493点
あや

消防本部では秋の火災予防運動
にちなみ、市内の小中学生を対
象に「平成２１年度防火ポスターコ
ンクール」を実施しました。入賞
者は次のとおりです（敬称略）。防火ポスタ防火ポスターー

コンクー　　　　コンクールル


